
高知大学における教職課程の自己点検・評価実施要項 

 

令和５年６月 30 日 

全学教育機構会議 

 

（趣旨） 

第１ この要項は、教育職員免許法施行規則第 22条の８の規定に基づき行われる高知大学

における教職課程の自己点検・評価（以下「自己点検・評価」という。）の実施に関し、

必要な事項を定める。 

 

（実施体制） 

第２ 自己点検・評価は、教師教育センターとの連携及び協力のもとに全学教職委員会が実

施する。 

 

 （実施方法） 

第３ 自己点検・評価の方法は、次に掲げるとおりとする。 

（１）全学教職委員会は、教師教育センターと連携の上、次項に定める自己点検・評価項

目ごとに、自己点検・評価を行い、その結果を踏まえ、教職教育の質の向上及び改善

を図るものとする。 

（２）自己点検・評価は、原則として年１回実施するものとする。 

（３）全学教職委員会は、自己点検・評価の結果、改善を要する事項があると認めた場合

は、改善計画を作成する。改善計画に記載した事項については、全学教職委員会にお

いて継続的に改善状況を確認する。 

（４）自己点検・評価の結果及び改善計画は、全学教職委員会から全学教育機構会議に報

告するものとする。 

 

（自己点検・評価項目） 

第４ 自己点検・評価の対象となる項目は、次表のとおりとする。 

大項目 中項目 

教育理念・学修目標 教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画の策定

状況 

教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画の策定

プロセス 

教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画の見直

しの状況 

授業科目・教育課程の

編成実施 

複数の教職課程を通じた授業科目の共通開設など全学的な教

育課程の編成状況 

教職課程の授業科目の実施に必要な施設・設備の整備状況 

教育課程の体系性 

ＩＣＴの活用指導力など、各科目を横断する重要な事項につ

いての教育課程の体系性 

いわゆるキャップ制の設定状況 



教育課程の充実・見直しの状況 

個々の授業科目の到達目標の設定状況 

シラバスの作成状況 

アクティブ・ラーニングやＩＣＴの活用など新たな手法の導

入状況 

個々の授業科目の見直しの状況 

教職実践演習及び教育実習等の実施状況 

学修成果の把握・可視

化 

成績評価に関する全学的な基準の策定・公表の状況 

成績評価に関する共通理解の構築 

教員の養成の目標の達成状況（学修成果）を明らかにするため

の情報の設定及び達成状況 

成績評価の状況 

教職員組織 教員の配置の状況 

教員の業績等 

職員の配置状況 

ＦＤ・ＳＤの実施状況 

授業評価アンケートの実施状況 

情報公表 学校教育法施行規則（昭和 22 年文部省令第 11 号）第 172 条

の２のうち関連部分、教育職員免許法施行規則第 22条の６に

定められた情報公表の状況 

学修成果に関する情報公表の状況 

教職課程の自己点検・評価に関する情報公表の状況 

教職指導（学生の受け

入れ・学生支援） 

教職課程を履修する学生の確保に向けた取組の状況 

学生に対する履修指導の実施状況 

学生に対する進路指導の実施状況 

関係機関等の連携 教育委員会や各学校法人との連携・交流等の状況 

教育実習等を実施する学校との連携・協力の状況 

学外の多様な人材の活用状況 

 

 （他の評価等の活用） 

第５ 全学教職委員会は、自己点検・評価に、学内の内部質保証や他の自己点検・評価の結

果、関係者（学生、卒業生、担当教員、実習校等）からの意見聴取の内容を活用すること

ができる。 

 

（結果の公表） 

第６ 全学教職委員会は、自己点検・評価の結果を公表するものとする。 

 

 （雑則） 

第７ この要項に定めるもののほか、必要な事項は、全学教職委員会が別に定める。 

 

   附 則 

この要項は、令和５年６月 30 日から施行する。 


